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道路事業 再評価

一般国道４７号 高屋道路
たか や

資 料 ４－２

要点審議事業

令和４年度 第１回 事業評価監視委員会 資料

令和４年９月２６日
国土交通省 東北地方整備局



起終点 ：自：山形県最上郡戸沢村大字古口

至：山形県最上郡戸沢村大字古口

延長(開通済)：３．４ｋｍ（ - km）
幅員 ：１２．０ｍ
道路規格 ：第１種第３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：平成１８年度
用地着手 ：平成２２年度
工事着手 ：平成２５年度

戸沢村

至 酒田

酒田市

庄内町 至
新
庄

ふるくち

Ｔ’15=8,577（台/日）

事前規制区間
（連続雨量150mm）

特殊通行
規制区間

【トンネル部】

１．事業の目的と概要

高屋道路

○事業目的

○計画概要
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【土工部】

平面図

全体事業費
（うち用地補償費）

執行済み額
（うち用地補償費）

全体進捗率
（用地進捗率）

R１再評価
（うち用地補償費）

完成
２３７億円
（１億円）

１６５億円
（０．９億円）

７６％
（９０％）

２１７億円
（１億円）

※進捗率・執行済み額は令和4年3月末時点

事業費・進捗率
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Ｔ’15=8,994（台/日）

戸沢立川道路
（事業中）
延長5.8㎞

と ざ わ た ち か わ

高屋防災
（事業中）
延長4.4㎞

た か や

高屋道路
（事業中）
延長3.4㎞

た か や

H30.7開通
延長2.2㎞

新庄古口道路
（事業中）
延長10.6㎞
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（事業中）
延長6.0㎞

・新庄酒田道路の一部を構成する事業
・通行止め時の広域迂回解消
・地域産業の支援
・周遊観光の支援
・冬期の安心安全の確保

しんじょうさかた

戸沢村役場
とざわ むら

社会情勢の変化等

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 役場
： H27センサス交通量

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線



２．前回評価時からの周辺環境等の変化

令和2年度：国道47号 高屋防災が新規事業化
令和3年度：国道47号 戸沢立川道路が新規事業化
令和3年度：東北中央自動車道（村山本飯田～大石田村山）が開通。

と ざ わ た ち か わ

む ら や ま も と い い だ お お い し だ む ら や ま

た か や

至

新
潟

金山町

鮭川村

戸沢村

新庄市

舟形町

大石田町

酒田市

庄内町

至

大
崎

大蔵村

鶴岡市

至 山形

真室川町

山形県 村山本飯田～大石田村山
R3.12開通
延長4.5㎞

おおいしだむらやまむらやまもといいだ

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道その他凡例

： DID地区
： 工業団地

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時からの

変更箇所

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線

新庄IC
しんじょう

酒田中央IC
さかたちゅうおう

鶴岡JCT
つるおか
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新庄古口道路
延長10.6㎞

しんじょうふるくち

新庄酒田道路 延長約50km
し ん じ ょ う さ か た

新庄南バイパス
延長4.0㎞

しんじょうみなみ
余目酒田道路
延長12.7㎞

高屋道路
延長3.4㎞

高屋防災
延長4.4㎞

あ ま るめ さかた た か や た か や
戸沢立川道路
延長5.8㎞

と ざ わ たちか わ

周辺ネットワーク
状況の変化

周辺ネットワーク
状況の変化

社会情勢の変化等



３．事業計画の変更内容

高屋道路の事業費（全体事業費２１７億円→２３７億円） ＋９％（増２０億円）
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項 目 増 額 増額要因 概 要

①トンネル掘削補助工法の追加 ２０億円 現場条件の変更 猪ノ鼻トンネルの掘削における補助工法の増

計 ２０億円



３．事業計画の変更内容 トンネル掘削補助工法の追加（経緯） 現場条件の変更

経 緯
○トンネル掘削前の土質試験(Ｈ23)では地山の膨張性は確認できず通常の支保構造でトンネル掘削を計画。
○しかし、平成30年12月のトンネル掘削中において、切羽面の押出しによるクラックが発生するなど、地山膨張の兆候を確認。
○平成31年1月に詳細調査を実施し、地山の凝灰質岩の中に膨張性鉱物（スメクタイト）の存在を確認。
○上記を踏まえ、膨張性鉱物が確認された区間（L=166m）での対策（支保構造の変更、補助工法の追加等）を確定し、その費
用が令和３年度迄に確定した結果、必要額が増加した。

猪ノ鼻トンネル地質縦断図

膨張性地山の兆候
■コアの膨張状況（H23BH-2） 赤枠内が膨張箇所

切羽変状写真（鏡面押し
出しによるクラック）

膨張性地山確認区間
（L=166m）

泥岩－凝灰岩互層
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H23当時のコア写真 H30時点のコア写真

■膨張のイメージ図

土圧により拘束
され、スメクタイ
トは膨張しない。

掘削により土圧拘束か
ら解放され、スメクタイト
が吸水・膨張し、地山耐
久性が低下。

↓
地山がトンネル内空側

に押し出され、切羽や支
保工が崩壊する危険性
があり対策が必要。

■スメクタイトとは
粘土鉱物のひとつで、水を吸収し膨潤性を示す。

トンネル工事においては、その膨潤性により地山を押出す
原因となる。

「掘削」 により
土圧の解放

掘 削

崖錐堆積物

暗灰色泥岩

酸性凝灰岩

硬質泥岩

地質凡例



３．事業計画の変更内容 トンネル掘削補助工法の追加（対策工）

①猪ノ鼻トンネル終点部（L=166m区間）膨張性地山対策の増加（＋20億円）
■当初計画： 2.8億円
・支保構造はＣⅡ、ＤⅢaで計画
・補助工法の計画はなし
■変更計画： 22.8億円
・切羽の押出しなど、膨張性を示す兆候を踏まえて追加地質調査と解析検討
（Ｘ線解析等）を実施。
・膨張性を示すスメクタイトが確認された区間については、補助工法（長尺鋼管
ﾌｫｱﾊﾟｲﾘﾝｸﾞ）が追加。
・トンネルの安定対策として支保構造の変更（インバート吹き付けコンクリート及び
インバートストラット、高強度吹き付けコンクリートの追加）。
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当初 変更

■支保構造の変更

実態

2018.12.28 鏡吹付け完了後、 鏡面にクラック発生

▲2019.1.14 鏡面に地山膨張による微細クラック発生

▲2019.2.1 クラックが鏡全面に進行

微細クラックが
散見

クラック長が鏡全面に進行

現場条件の変更

吹付けコンクリート
(σck=18N/mm2)t=100

ＣⅡ

DⅢa

ロックボルト

L=3000

吹付けコンクリート

(σck=18N/mm2)t=100

DⅢa+
ｲﾝﾊﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾄ

ロックボルト
L=4000

長尺鋼管フォアパイリング

吹付けコンクリート

(σck=36N/mm2)t=250

ｲﾝﾊﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾄ H-200
ｲﾝﾊﾞｰﾄ吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ t=200

支保構造

補助工法

支保構造
ロックボルト

L=4000

当初計画 変更計画 変動
補助
工法 長尺鋼管先受工法 － 123m

（9.7億円） +9.7億円

中硬岩
（ＣⅡ）

131m
（1.８億円）

0m
（0億円） ー1.8億円

坑口部
（DⅢa）

35m
（1.０億円）

0m
（0億円） ー1.0億円

脆弱部①
（CⅡ+ｲﾝﾊﾞｰﾄ) － 43m

（2.1億円） +2.1億円

脆弱部②
（DⅠ+ｲﾝﾊﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾄ）
高強度吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

－ 49m
（3.9億円） +3.9億円

脆弱部③
（DⅢa+ｲﾝﾊﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾄ）
高強度吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ

－ 74m
（7.1億円） +7.1億円

2.8億円 22.8億円 ＋20億円所要額

支
保
構
造
変
更

CⅡ+ｲﾝﾊﾞｰﾄ

ロックボルト
L=3000

吹付けコンクリート
(σck=18N/mm2)t=100

吹付けコンクリート

(σck=36N/mm2)t=150

支保構造

DⅠ+
ｲﾝﾊﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾄ

ロックボルト

L=4000

長尺鋼管フォアパイリング

補助工法

支保構造
支保構造

インバート

t=400

インバート

t=500

インバート

t=450

ｲﾝﾊﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾄ H-150
ｲﾝﾊﾞｰﾄ吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150
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４．コスト縮減の取組み事例（ トンネル非常設備の見直し）

・当初計画では、トンネル内における非常設備として従来型非常用電話、内照式の誘導表示板で計画していたが、骨伝導式非常用電話、
反射式の誘導表示板に変更することにより材料費及び設置手間においてコストを縮減。

当初 見直し

・従来型非常電話 ・避難誘導表示板【反射式】

■避難誘導設備の見直し（－０．７億円）

○当初計画：１．３億円
・ 従来型電話機、表示板（内照式）で計画

○変更計画：０．６億円
・ 骨伝導式電話機、表示板（反射式）に変更

当初計画 変更計画 変動

非常用設備の見直し
（電話機３９基、表示
板３７枚）

１．３億円 ０．６億円 -０．７億円

合計 １．３億円 ０．６億円 -０．７億円

・避難誘導表示板【内照式】 ・骨伝導式非常電話



５．事業の投資効果

前回 今回 変化 変 更 概 要

基準年度（評価年度） R1 R4 あり ・社会情勢の変化（事業費増）による

評価区間 個別 個別 なし

事業期間 H18～R6 H18～R6 なし

費用便益分析マニュアル H30.2 R4.2 あり ・R4.2マニュアル改訂（原単位の見直し）

計画交通量推計年度 R12 R22 あり ・最新ODへの見直し

計画交通量推計ＯＤ（フレーム） H22OD H27OD あり ・最新ODへの見直し

計画交通量（台／日） 11,000 15,600 ＋4,600
・NW条件の変更：高屋防災R2新規事業化、戸沢立川道路R3新規事業化
・最新ODへの見直し

事業費 億円 217（※） 237 +20
・9%増。事業計画の変更内容のとおり
※事業化時：132億円、H28再評価時：15億円増、R1再評価時：70億円増

費
用
便
益

億
円

全体

総便益Ｂ （現在価値） 184 295 111 ・計画交通量の増、マニュアル改訂（原単位見直し）による便益増
に伴うBの増

・事業費の増に伴うCの増
総費用Ｃ （現在価値） 217 270 53
費用便益比（Ｂ／Ｃ） － － －

残
事業

総便益Ｂ （現在価値） 184 295 111 ・計画交通量の増、マニュアル改訂（原単位見直し）による便益増
に伴うBの増

・残事業費の減に伴うCの減
総費用Ｃ （現在価値） 84 52 -32
費用便益比（Ｂ／Ｃ） － － －

〇算出条件・費用便益分析の前回比較

全 体
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

272 20 3.2 295

費用 C
事業費 維持修繕費 総費用

252 18 270
B／C －

残事業
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

272 20 3.2 295

費用 C
事業費 維持修繕費 総費用

34 18 52
B／C －

〇今回の費用便益分析

※費用及び便益の合計は表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある。
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６．事業の必要性に関する視点

１０．対応方針（原案）

９．地方公共団体等の意見

１）事業を巡る社会情勢等に関する視点
事業目的である災害・事故による通行止め時の代替路の確保、冬期の安全性向上、酒田港へのアクセスルートの機能強化による産業支援に必要な状
況は変化していない

２）事業の投資効果 ：事前通行規制区間（L=8.0km）の一部、防災点検要対策箇所が回避される。
３）事業の進捗状況 ：令和４年３月末時点で事業進捗76%。

７．事業の進捗の見込みの視点

８．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

○令和６年度に全線開通予定。

○トンネル非常設備を見直し、コスト縮減を図っている。

事業継続
（理由） 最上地域と庄内地域の連携の強化を図るとともに、災害、事故による通行止め時の代替路の確保、冬期の安全性向上等のため、早期整備

の必要性が高い
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○山形県知事の意見

１ 「対応方針（原案）」案のとおり「継続」で異議ありません。
２ 高屋道路は、高規格道路「新庄酒田道路」の一部を構成する自動車専用道路で、国道47号戸沢村内における落石等災害発生箇所を回避し、通行止め
発生時の代替路の確保等が図られます。
このため、本県では、「第４次山形県総合発展計画」や「山形県道路中期計画2028」において“高速道路・地域高規格道路の整備”の重要性を盛り込んで
いるところであります。また、令和３年７月策定の「新広域道路交通計画」において、本路線は広域道路ネットワークの“高規格道路”に位置付けております。
引き続き、コスト縮減にも十分に配慮しながら、「防災・減災、国土強靱化に向けた５か年加速化対策」に基づく別枠の財源を確保するとともに、本事業にも
充当するなどし、事業期間である令和６年度までに確実に開通していただくようお願いします。併せて、一般国道47号の事前通行規制解消に向け、本事業と
戸沢立川道路の間の区間についても、早期に事業に着手するようお願いします。



１１．事業の進捗状況
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戸沢村

47

高屋道路

山形県

有田沢橋
L=22m

ありたさわ

猪ノ鼻トンネル
L=2,926m

いのはな

高屋トンネル
L=350m

たかや

位置図

①

たのさわがわ

施工中 施工済み

R4.7月現在凡例 構造物名は仮称

着工前

②有田沢橋

ありたさわ

①猪ノ鼻トンネル 起点側
いのはな

③高屋地区
たかや

②

③

至 酒田市

至 新庄市

Ｎ

終点側から起点側を望む
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出典：地理院地図に道路情報等を追記して掲載


